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の需要者・供給者の存在,②price taker, ③取引される財の同質性,④perfect infor-



























































































































































































































































　　　　　　§2－3　C & C (Computer & Communication:情報化）
　　　　　　§2－4　金融自由化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上前号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下本号）
　　　　　Ⅲ〕金利自由化の阻害要因
　　　　　　§3－1　民間金融界の論理
　　　　　　§3－2　信用秩序の維持
　　　　　　§3－3　自由化に伴う効果の非対称性
　　　　　　§3－4　国債管理政策
　　　　　　§3－5　金融政策の有効性
　　　　　　　　　1）マネー・サプライの捕捉困難性
　　　　　　　　　2）変動金利制の問題点
　　　　　　　　　3）為替レートの制約
　　　　　　§3－6　財政投融資の問題
　　　　　Ⅳ〕金利自由化の展望
　　　　　　§4－1　金利自由化のもたらすもの
　　　　　　　　　１）ＧＲＡＤＵＡＬＩＳＭ
　　　　　　　　　２）預金金利の自由化
　　　　　　§4－2　個人金融の問題
　　　　　　　　　1）個人金融市場の特殊性--一情報偏在の問題
　　　　　　　　　2）対個人金融市場
　　　　　　　　　3）住宅ローン市場
　　　　　　　　　4）小口預金金利の自由化一一小口預金金利の下方硬直性
　　　　　　§4－3　金利の動向
　　　　　　　　　1）金融市場の効率化
　　　　　　　　　2）若干の理論的考察
　　　　　　　　　3）金利の動向
　　　　　　　　　4）信用秩序の維持について
　Ⅲ〕金利自由化の阻害要因
　金利自由化については，必然の流れとの認識が一般的であり，預金者に
とっても預金金利上昇などによりメリットがあるとされるが，ディメリッ
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　　　　　一金利自由化を中心に：展望-
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Ｉ〕金利自由化の論理
　§1－1　低金利政策のメカニズム
　　　　1）日本の金融システム
　　　　2）競争重視論と規制重視論
　　　　3）低金利政策の論理
　　　　4）低金利政策のインプリケーション
　　　　　①　政府金融のケース
　　　　　②　債券市場のケース
　　　　　③　預貯金市場のケース
　　　　　④　低金利政策のメリット
　　　　　⑤　低金利政策の弊害
　§1－2　金利自由化の意義
　　　　1）金利の機能
　　　　2）金利自由化の意義
　　　　3）金利自由化の問題点
:【I】金利自由化の促進要因
　§2－1　外　　圧
　　　　1）市場開放要求
　　　　2）金融の国際化
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